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lV. イエス・キリスト

小療は，fJi'l和28年 0953守::)に一度 fイよじス{ぶ』を3

d'上げているが，今， 子もとにあるの立， 1974年にU~ 1 

刷がIlJされたものの 5刷nである。これは玉川こどもl詩

書館の fイよじスざま』で，そのはしがきに小原は，次の

ように書いている。 r人類の大恋人としての イエス 3

Fりとして「われわれ人類の悩み，背しみ，悲しみを

救ってくださる大愚人が，二人おられました。イエスさ

まとおしゃかきまです。おしゃかきまは， !i'ィムざまは慈

悲だ』仰ぜられました。イニじスざまは『神は愛なりJと

教えられました。 (2)J又， r支出道徳教育講座(唱では，

イエス・キリストを理想的人間の一人として捕し、てい

る。これらの考え方は誌の著書でも繰り思し強識してい

るもので，イエス・今リストをあくまでも人として，模

範的な人として捉えているように見受けられ，私たちが

イエス・ 2ヤリストを神と人との持保表として'受け入れて

いるのとはずいぶん異なっているのではないかと思う。

そこで，まず、小限がM故イエス・キリストを詰停の対

象であるとi司じ憾に，詩人の a 人として札それを強調

しているのかを考えてみたい。

イ瓜ス・キリストを件人の一人として見るのはシ品ラ

ィェルマッハァの影響によるものとも思われる。 M欽な

らば，大島盤が r~ンュラィェルマヅハァのf2í frll論(4)~ の

中で次のように取り上げているからで、ある。長[Jち fキリ

ストの如き人の現われたのは，人間性の最高意義をt}f宇存

しようとする法問の識さ?の結果として考えられなければ
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?ならない。 jliJ舗に人類の精神ノr~jl~にkなる影?撃を及ぼし

た偉人下もみ，::fリストの場介に類比して考えられるべ

さである。詳しキリスト以前に現われた沼教的偉人等法

時，キリストのうちに没したので，キリストのずiに誌つ

てのみ絞(1fの存在1主rI1があるο{耳rかにキリストは人間で

為ったので，その人間性のうちに神の性賞を耳元り J存れる

IIJ能性をJ~有してい?なければならないグリ{牟人の・人で

あると Ilij!吟じ神の子であるということ，小ばも又，イエ

ス・キリストが人としての理恕践であると jnJじように神

の子であることをiitめている。例えば，次のように「神

の予と呼ばれるはどのキリスト，換言すれば持の顕現で

あるキリスト，宇宙の大訟の体現者としてのキリスト，

従って，悩み，苦しみ，悲しみ，問え，それらの， -1;IJか

ら人類を救済して下ざる故主のこの榔誕生を祝し奉る深

し、怠味を理解してもらいたい。紛」とのクリスマスの説教

などで、あるが，小限は数多くの著書の中でイスス・キリ

ストのそt濫を描くことがあってもイエス・キリストを神

学的に論じているものは克当らないように忠う。

さらに，イニむス・キリストの生殺を取り上げ、てはいる

ものの，小!京のイエス伝は十字架にかかるまでのイエス

である。五たちの邦の一切を背負われて十字架にかけら

れたのだということ， r ri 
だ。』ホントにわれわれは人守生iのあらゆる場 i桶長扇jにおい

て， トイ字架てど背負わねばならぬのだo(7)Jというように，

クリスマスの説教においても， rクリスマスを祝するトこ

う当って，われわれは喜びと同時に，人生の苦しさと践と

卜下架の意義を十分に知らなければならない。ωjイエス

・キリストの誕生から十学東まで，イエスの生誌におけ

る行為と教えを重んじているのである。

例えば，マタイによる福音書 4t;t10範子サタンよ， )設

け。 r主なるあなたの神を持しただ神にのみ仕えよjと

書いてあるoJ40日40夜の断食後の荒野の誘惑の話から，

「わたしたち， {，，¥のよわい人間はたびたびあくまにおそ

われ，患い心がおきてきます。ねたみ， なまけ，ぬす

み，わがまま，ひがみ，よくばり，ごうまん……など，
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そのようなとき， 3J3i.~をだして Fサタンよ，しりぞけJ

と心にきげんで，かならず勝ってくださいο 負けてはい

けません。似jと、言Ij述の『イエスさまJでこどもたちに

教えてし、る。さらに十j京の審議の中に誌カナの婚礼の奇

ヨハネ 2: 1 ---""11)，官きよめ(3ハネ 2: 13'""-'22)， 

ヤコプの井戸の話(ヨハネ 4: 6 ~26)，ダリツヤのみ

ずうみで、の大漁(ノレカ 5: 2 '""-'11)，などのイエスが行

なった多くの奇跡，イエスが話したさまままなたとえ

話，そして出 iての苦言11写ーを引HJしている。

私たちも聖書を通してイエス・キリストの生き方を学

び，イエス・キリストを過して神からのみ言葉を聞くの

であるが，小原はあくまでもイエス・キリストの全人格

に散って生きようと努め，イエス・キジストの教えを実

践してきた人である、と認めざるをえない。

信仰は，やりスト者としての器部はイエスの生きJi，

精神な実現することにあると思うのである。

" 、4・ 設本のキリスト教の

今日的実践』の11
'
で書いているイエス援に 111ている，

エスは，このイスラエ/レ民族の伝統と鰹史のIjlに!t

まれ，Tiち. !Il約号!書の教えを ~~[f しましたが，彼のユ

ニーグさは，それを三葉として教え，律世;として命じる

のではなく，それを身なもって実践し，それを'1よきるニ

とにあったのです。このイよじスのあり方は，四:品より

実行を重んじたというふうな，いわば実践主識と L、う

葉で弓し、表わせるものではありません。能ιおい℃は，

真理そのものが， プロセスにおいて力づよくせ;きて働い

ているのです。このことをヨハネιよる福吾書記者はみ

ごとな表現で簡潔に言い坊っております。 w言辻掬体と

なり，わたしたちのうちじ闘ったJJ(ヨハネ 1: 14)。イ

スにおける言聞の受肉とはイエス・キリストの福と

たちの出合いということにあります。総Jというと L、うこ

とであり，さらに. Iイエスを知るということはわたし

を愛し，わたしのために，ご自身なささげられたという

ことを知ることであり，そのような人格的愛の認識であ

ります。ω」怠たちはイぷスが私たちの;wを背伝われて十

字架にかけられた，その様い愛，そのことはまた[神は

そのひとり子を賜わったほどに，この紅毛f質して下さっ

た。J(ヨハネ 3: 16)を1lli解することιなるので:bる。

この震の大きさをJ11l解したものは，その唆を完践しなけ

ればならない。

dヤリスト者とは神学者や牧師だけをいうのではない，

一般信徒もいるのである。イエス・キリストをf41学的に

論じていないからといってそれを排斥する権利は111I人も

持っていないはずである。信揮は神と人との関係でるる。

小原の場合は，神学者でもなく牧部でもない，イニL ス・

キリストを論ずるのではなく，イニ丸ス・キリストを虚史

的人物として，その教えを学びイぷスの生き方を実践す

る人であると，官、う G 在、たも々リスト者はイエス・キリス

トをtJ~ ~にしてはなi在しえないのであるが，それと [il]特

に，広たちはiII:部的な生き方をしているものでもあるた

めに，そのiいにあってジレンマ，崎藤がありペサのいう

ざんげがあり，:)11じ打、七勝つ神の忠能な作つものである o

小j試はおと忠能につし ように;iliベてし、る。キ

リスト教では界とはj/Jれた心の状態をいうのでありまし

て，全く品主IIIJぺのものとなって*~たのであります。罪の

覚ありてこそ，人引の向上も進化もあるので?。これ

を心開学的に説明しますと， Jl-lのj晶玉官は主婦，二，

三， J七しさに対する悲願，間，繊悔となるのであり

ます。%に繊悔は救誌であり，解)~~の唯一の道でありま

す。それゆえ，機仰とは花追求の戸であり，争11を求む

る ~~nl"でるります。ú2lJ 前;~~の fイエスさま J ではもっと

わかりやすくイスさまの iJf~架の:ru主計数1'1')に時

・， :Jドをおかずわたしたち人間がうけねばならぬ1ドを，

身代り μうけてくださったので、す。ご:費者11さまにゆるし

3仁科iざまに近づくためのありがたい採し、安のあら

われです。このことによって足人たちも.lfしいよいこと

をするための力が，あたえられますoO~J といってし、る。

イエス・キリストの j"y架がるるならば， J21!』に違い

てあるように

先:につけて殺した。詩jはこのイ丸スを死の;きしみから解

き放って，よみがえらせたのであるJく詑徒行伝 2: 23 

'"'-'24)， Iあなたがたが十す:架につけたこのイエスな神

主またはキリストとしてお立てになったのでみる。」

({王位行伝 2: 36)と復的がさかれていなければならない

と思うのであるが，M訟であろうか，やはり，シュライ

ユ二ルマッハァの磁器を長:けているのであろうか。前述の

大品川の『シコライエノLマッハァの詰料品』によると，

i齢今、リストの復活，詩夫，審判v-:.~;する約束，写はキリス

トを1信ずる!}~と杭接的なる 1\;山;なく，また訟のj続押する

かとM等の述桁が1p，r，いので，設の人柏tニ訟

分をj品一;瓦ずる Jji:IJ'ら|徐タトされるべきである 0(1りといい，

「弟子速が今リストを{~じたとは之等の出::kJi:を期待し

たより的であったので，よt1:去の主主審信者もまたキリス

の1d{f[Jι取って之写の期r~:が草炭ではなかったからであ

る。キリストの元夫は.it).妹なるキリストの1111i組合表現

したものに過ぎたく，またキリストの同臨はヤリスト

と結合されたとぷう館長!を認j足さぜる為ι役立ったので、

ある。却も監理Jなる/.0ヱ，イエスへのい仰がキリストに

関ーする特獄なる鉱述， lJXは誌の行動から先生したのでは

なく，彼の人務全体の|てIJ安からじた事である。帥」とい

ろことなのである。

小原が前述のようにイぷス・キリストの奇跡の数々を
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引用していることについても大島聾の著書によると f我

々に改ってキリスト在枇当時の一切の奇・蹟が，伎の出現

と云うーの体大なる精神的奇農の内に完結したのであ

る。なお又，:f-リストの出現が，一切のさ?騒の最後であ

る。何故ならキリストに依って嫡界が成されたので，

神との交りは関する毘り，人頼の為ι出立されたる~L1fìiJ

なる選手もキリストの業績の其後の発展としてのみ考えら

れる故である。ωJということなのである。 部ち，小部は

イエス・キリストの奇跡というよりも，イエス e やりス

トそのものが神のひとり子として信frpの対象であったの

である。

「人間に従うよりは，神に従うベさである。わたした

ちの先但の神は，あなたがたが木にかけて殺したイエス

をよみがえらせ，そして，イスラエルを毎いi改めさせて

これに非のゆるしを与えるために，このイエス合噂千

とし4&主として，ご自分の右tこ上げられたのである。J

(使徒行伝 5 : 29---31)， I与tはナザレのイコユスにZR2と

力とさど花がれました。このイユスは，村lが共におられる

ので，よい檎きをしながら…… J (能徒行伝10: 38)こ

こで神と人との関誌がイぶス・ギリストによって結びつ

けられていることが盟解される。このことはさらに「御

子は，肉によれば〆ビデの子孫から生れ，型なる設によ
み

れば，死人からの復活により，御力をもって神の御子と

定められた。これがわたしたもの主イユス・キリストで

ある oJ(ローマ人への手紙 1: 4)で明らかにされるの

である。

ハインリッヒ・オットは彼の著書・ W{$~ の中で「われ

われはナザレのイエスをとおして事実持の戸を聞いてい

るのである。イエスにおいて神は実強記出会ったので、あ

り僑さらに出会うのである。イぶスにおいて乳われ，イ

ニじス広おいてわれわれに語りかけられたように，神は存

在するのである。倒jといっているが，小原はイエス・キ

リストの復活が大ぎな;意味をもたらすものであることに

はふれていないのである。

在、たちはイぶス・キリストの生読を過して完き人とし

てのイぷスをえ，それに倣うものでるろうと心がける

が，それ以むこ復活のイエスが在、たちと共にいるという

ことが私たちの前仰を1支えていると思うのである。間接

にも書かれてあるように[もしわたしたちが，主ヤリスト

と共に死んだなら，また設と共に生きることを詰じるJ
(ローマ 6: 8)， Iこのように，あなたがた出身も，罪

じ対して泥んだものであり，キリスト・イエスにあって

tlllに生きている者であることを，ぷbべきである。J(ロ

ー""76: 11) 

H ・オヅトもいう子 町11はl唯一であり，ネl告と人との問

の{中妹二醤もただひとりであって，それは人なるキリスト

15 

-イエスである。彼は，すべての人のあがないとしてど

自身をささげられた。 ~ (1テモテ 2: 5)。われわれも

キリスト教徒でない人たちの絡められた沖との出会いを

キリストに照らして理解し解釈しなければならない。神

がイよふス・キリストにおいて現われたように，人間と果

してもなく連帯する方として〈十字架)，そして人!日W:

果てしもない希望と持米合間く方として(復活)，被ら

に出会う場合には，神はこれらの人間にも出会っている

のである。総j

小肢は照j史上のイエスを通してその出が心に触れ，

神と出会っていたのだと思うのであるつ

キリスト者といってもぶまざまなイ エスのとらえ方が

る。小原の場合は，シ品ライエルマッハアやベスタロ

ッチの影刊が大であり，ベスタロッチのキリスト聞につ

いて論じているところを見ると「故Ill:主及び々リスト教

関だに央なわれたる先的感悼のf絞り如土地上に冷てられ

たる持の子の救いである。、持旦らにエやリストについては{彼史

は詳しく i述主ベていわく ['ヲ長;之とわれたる氾泊(1均守引!感』占占剖~'引'1山|

あり ~f神の議斡となれる?例;月qイ作似t目;でで、あり~Irf持持iヰ中11 と人との[刊J日訂;立j の平和r行1 } 

こ解高者‘でで、ありJその教3訴11や純粋なる i記i己:義iにこして，それは人i応

支対Jする教3訓訓iI肋的宇判j学でで、あり， tlllより人への;足感であるとい

っている o~9)J ここで， IJ、援は私たちが政務息子的な立場

のものであること，イエス・キリストはそのような在、たち

人間と持との仲保者であることを認めているのであるの

H[Jち，イエス・キリストは聖書ιあるように「神の子j

(ヨハネ 3: 16)であり「人の子J(ヨハネ 3: 1めである

という二率性を持っているのであるが，へ…ゲ/しが

リスト教の精神とその運命』の中でいっているように，

f子の父に対する関誌としての，イニふスと神とのWl係は，

人間が神的なものを全く Oe外に院くか百かに従って，

認識として捉えられ得るか信仰として捉えられ得るかの

し寸dれかである Q 側Jニのl，(で争原は伊11と人との関誌は神

の蹟穿がイニ&ス・ペデリストの十字架によって成就された

ことを認めるものであり，ベスタロッチのいう相11の技連

息子としての人i芸Lすなわち父と子のi現出であることを

認める。そのためには和解者としてのイエス・キリス

がどうしても必要となるのである。

V. i言仰生活

ランシング設教師に出会った

ことによって信仰の種子が結えつけられた。小原はラン

シング窓教部との出会いを次のようにいってし、る。 I宣

教師ヲンシングさんにj怒り会ったのが魂の救いの姶めで

す。約Jとさらに， Iきて， 日曜学授を，カゴシマの中学

以来， 20年以上も教えていました。礼揮説教を401r.，討

604。自ら WI口約I笠JUvこも親しみましたが，今，玉111
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で，小・中・高・大学・短大・教事記・さ幹部と一選応?

のお説教. !r四福音書』を中心tこそれぞれ年令に応じて

砕し、て講釈しています。議く. 80にもなってシミジミと

カラシ重子ほどの倍併の有がたさが少しずつ分かり出し

ました。鋤」ランシング宣教師広植えつけられた的仰の種

子は尾島真治牧諒からの受洗，さらにE濯学校の教的と

してHj¥，、られることによって背てられたので、ある。

著書の中で明らかにされている教会生活は庫児島師範

る昌本基督教合，苦言JII師範時

代tこは日本基督教会の高松教会(当時今村野太部牧師)， 

京都時代には日

ある。

していたと

娩年. (明治37年

• 1907年〉渋谷に移り，生命中心の依過を始めた人であ

る。昆島牧部が始めた日本基督会の信条は. r設は，全

智全能の生命にして金徳の主なる神を詰ず。設は，父な

るー柱の洞1を信ず。設は天地の創造者，一柱の神にし
ほら

て，メ神の独子治き霊広よりて胎める鬼女マリヤより張

れ，ポンテオ・ピラトの時に苦しみを受け，十字宋に釘

けられ，信ずる人に代り騎となりて生命を与え給い，換
わむ

)白に降り，二三日目に限れるもののうちより制され，天に

持り，父なる神の布応坐し，彼処より ~tけるものと死ね

るものを審き給わんが為に来り給うイエス・手ヤリストを

{長ず。 JJ(:~判官霊なるー柱の神を{日間ず。即ちこの;三位の神

は並せて独神にありまして，識なれ我は.n占公会見1]ち

清徒の究り，掠の赦しと清め，常々のヨミ命，肉体よりの

魁りを信ず。ア…メン。鱒」

この詰条は昭和20年に制定された日本基督教問の信仰

告白と形式内容がはとんど変っていないこと拡気づかさ

れる。しかし. B本基督教余は日本基脅教盟主Ij立の際に

は前条が奥なるとして離脱して日本基醤会となったので

ある。

小療の f夢みる人 i ω』によると.r児島真治の主張

することは，日本人としての独立の信仰がなければなら

ない。 ミッションから檎坊を受けるのも悪くないが，ウ

ッカリすると人需の魂が奪われる。魂が襲ってしまうJ

と，とうとう補坊を断って独立教会を主張された旬。Jと

いうことであるが，小原の信抑はこの司本基督会の信条

の中にある f五柱の神(父・み子・み識の)は一人の持

で、ある」というところに凝結されているのではえまいだろ

うか。神と私との関係にあるということである。

いつも小原がし、っている fケシ種子〈粒)Jままどの儲仰

とは伺者にも邪麓されることのない神と私との関係なの

である。そしてこの関部の中にあって人語イエス・キり

ストの生き方を模範として倣い実銭したのが小原立ので

ある。
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「わが半生告しみと悩み。それが八分であった。そ

の間に設かながらも中リスト教の告仰が救ってくれた。

鶏気と希望が与えられた。そしてそれらを一貫して，赤

いt与し、夢。燃えるような熱い夢が，ほとんど一刻も総え

認なしに縦貫している。この夢がし、つも私を鞭撞し，導

いてくれた。関jと家寵的な不幸，事業上のさまざまな部

難の中にあっても，それを乗り越えさせたものは fケシ

粒ほどの信頼JJだったとし、うのである。

「夢みる人j と1.:1分で、もいっているように;裂しない夢

を一つ一つ実行し，完成させていった。まさ広実践の人

なのである。

「ヤソ臭くえまいと云われます。はなはだしいのは酒は

飲むの，離婚もしたの，仏教の話もするの，ヤソ教の悪

rlも教会や牧部の盤、r-lもいうし多おまけに人の謀、口もい

うし， どうもヤソJ:u徳らしくないといわれます。 でも

今の悲し L、 ~~lに，物質と時間と誤解と失望とによj し，こ

うやって戦っていけるのは，これでもケシ粒法どしかな

い信仰ですが，神を信ずればこそです。 3ヤリストの教え

に則ることが少しで、も出来るからです。しかも官、は」般

の信者のように，ただう在みに聖書を位。じたくありませ

向。いわんや，ただ単に胞を飲まぬこと，タバコを吹かぬ

ことを信者と思うような軽率な考え方・や，ことにただ消

します。納J

このように小原自身，多くの人たちの中識や誤解を受け

ていることを知りつつ，自分の{戸f与を巽~過したのであ

る。小原がし、つもいっている「ケシ粧品どの信仰Jが小

原の多くの困難を克服する館動力となっていることが理

解されるのである。

信仰とはまさにこのようなものでなければなら設いと

患う。

「信仰とは，ただ結仰の箇条や教識を知的に;法認する

ことにつきるのではなく，むしろイエスとの出会いによ

って，わたしたもの生が根底からゆり動かされ，転鴎せ

しめるというできごとを犠設さとし出発点として，新しい

生活への歩み出しが始められるところで成り立つもので、

す。鈴」信仰とはあれこれ論ずるよりも，まず神と出会

い，イエスに倣い，そのことの中にあって生きることで

あると思うのである。

「中リスト教の信仰はどヤリスト教を信じて r生きるi

ことで為り，キリスト者の f突議3も『伝道』も.:;:fリ

スト者として『生きる』こと芯よってはじめて設される

ものであり，ギヤリスト教の{言仰はキリストにある!r¥，、の

ち.!I (ライフ)であり，それが日に見えない内的なもの

としてとらえられる時には『生命』となり，それが外に

あらわれて一定の形をとるときには E生活Jとなるので

ある。叫i
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さて，私は小原のキリスト者としての生活を見る持，

小東の91年の生漉を員。ぬいた「ケシ粒ほどの信{rpJは夫

人である小原信によって支えられてきたところが大であ

ると底、うのである。

小原信法昌吉奔放な小限のかたわらにあっていつもひ

かえめでありながら仰厚く聖書の教えを守られ，学

校経蛍の幾多の危機の擦にも決して動じることのない人

だったといわれる。

小j京揺はIUr-ll↑jの牧師高井太の長身として宝れ，権光

女学院・女子学院高等部を事業後，朝鮮平蝶の女学校の

教仰を経て，大正 7年4日，広島の11J中高等女学校の教

師となり，その地の教会で小原と出会うのである。大正

8年小原が沢wu政太部の招轄に比;じて1-:京書牛込の成城

らせ、Jy計三の実家の父，

弟たちが一体となって小療をパックアップし，小原の

JIIの誌の部拓と夢の実現のために小原に献身することに

なるのでるる。玉川学同女子戦塾藍として，学園の患事

長，学長事務歌扱い等のy，g臓をつとめ，決tこ小原のH-腕

となったのである。

玉川大学出版部の月刊雑誌「全人教育J339せに高か

れてある多くの人たちの小原首応対する追十阜の言葉から

も彼交がし、かに信仰深く， 1.サ寸こ小原を愛し，忍j耐強く

かれを支えたかが理解されるのである。例えば， r輿車

工業大学事件も最後は理事会において小限先生を3dll学

問から他に転再ずるよう勧告された程でありました。そ

うした折，おばさまが『たとえ校舎がなく北り，それが

灰になったとしても，その!氏のIいからマコトの教育の離

を蒔き腎てて行きましょうJと力強く励まして下ざいま

した。鱗jとか， r成城草分け時代から，王J!Iの今設まで，

小原先生の詮で，奥様がどれほどお心をつくされたこと

か量りしれません。 立~IHなる :!i灘にも i耐えられて，

fiiJものにも動じられず，毅然としておられたお姿を思い

出して，地熱の念でいっぱいです。先生も，しみじみと

fそうだよ，潟君， {竜だけでは{吋も出来なかった。おば

あさんがなあー俺もよく常を落としたけど，よくガマン

してくれたよ。おばあさん居なかったら，ま川もこんな

に立派にはならなかったろうiと吉われて掛されるので

す。刷Jと，そしてれ、つも心にあるのは学1M!のこと，塾生

のことだったのですが，それが床に就き，再び立ち上が

れないと解った時は一番つらかったので、しょう。私が寝

台に近より，肩を少しもんでやった時，その手金抑し止

めて言いました『収ていても何も出来ないね。だが寝て

いても出来ることがあります。能の人のことを祈ること

ですよJと。綿はもはや再J包出鰭ない沫の中にあって，

苦しい時にも，なお岱のために抗っていたのです。その

信停の泌さ，愛の強さを感じました。悌jこのように三人
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の追悼の言葉のIわから小原誌の人柄が偲ばれるのでる

る。そしてこのような夫人によってこそ小路は信仰l生活

を完うすることができたのだと忠うのでおる。

おわりに

私はこれまで

京教をとらえ' 神をとらえ， そしてイエス・々リスト

をとらえたか，ランシング宣教諦から与えられた倍仰，

「ケシ粒ほどの鵠仰Jといつも謙遜しているその小原の

信仰について学んできた。人は小認をクリスチャンでは

ないと詳し，小漂白身もまた自分は技い怠味のクリスチ

ャンではなく万有在持論者であるといっている。がその

神はあくまでもキリスト教の神であり，小原が f人にな

れ，人tこなれJといっていることは完き人としてのイエ

ス・キリスに出余うようにといっているのではないかと

の思いに透したのである。そこで，おわりにあたっても

う一度，シ品ライエノレマッハァと係部幾多部tこ遡って考

えてみたいと忠う。

小れま「人になれ，人になれJとし、し、その人はシ品ラ

イコニルマッハァの「人jι通じるといっているのである

が，聖書にもその「人Jが描かれているのである。

「キリスト広あって救われ，新しく生きる人聞にとっ

ても似通らだJは大切な意j味を持っています。だからパ

ウロも『自分のからだをもって神の栄光をあらわしなさ

いo~ CIコリント 6: 20)また『島なたのからだを神に

喜ばれる，生きた，盟なる訴え物としてささげなさい。』

〈ローマ 6: 1)とすすめているのです。この場合に

『からだj ということ ~iでパウロは，人間が『生きる』

ことの全体をきしていることはあきらかです。明書の人

間はつねに f霊』と『こころJとお￥らだJよりなる念

者諮は私たちにイエス・キザストに倣

う生きた人間を求めているのである。

大島盟の『シュライエノレマッハァの信仰論』によると

シュライエルマッハァのキリスト 19身と基母f吾妻の関係

に対する見解は次のようなものであるとしう。「共--~ま F

基督教に於ける一切が技々の人間生活の領域に|経臨した

と訟うキリストの史的事実技びに人としてのキリストが

与えたその根本的部象にI)!:J述される，と彼が言っている

事である。制してその印象が基督教会に掠有排され，D.っ

教会に入った人々に伝えられる'jaこ依って持:界に永続さ

せられる，と彼は述べている。拭ニは，イエスが独自の

神一意識を右した事及び信者に伝えられたる披の持一;意

識が信者に患って蹴界となる;弘等に依ってキリストと

基督者との関揺を表現している。其ーの見解は，信怖と

は個人的対象ι向けられたる個人的行為である，と云う

思想と|月連している。其二の見解は，キリストは連続的
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系統に於ける第一の存在でるる， とま支う思想、と一致して

いる。前者の場合に於て，イエスは信者に対して神の関

係を保持すると考えられ，後者の場合に於てイ:::r.スは信

者に対して主型的関需に立っと考えられる。前者にあり

ては基督教がキリストへの態度であり，後者ιありては

キリストが基督教である。帥jこのように大島豊はシュラ

イエルマッハァの倍仰を批判的ιえているのであるが，

大島豊の考えはさらにシュライエルマッハァの碁督教観

が今日一般的に神学者等から邪道であると非難され，ぞ

れが堅議的でないと反駁されるのは， r基督教意識はイ

エス自身の神一意識の継続であると考えられたのだか

ら，先づ第一にイコニスの自一意識を吟味しなければなら

ない筈である。揺して之は，共観福吾識に示'dれたるイ

エスの史的事実から離れては成就され得ないのである。

然るιシュライエノレマッハァは此のさき然の筋道に進まず

に，キリスト ι関する教義的再構成へと退歩したので，

彼の史的解説が失敗に経り，そのキリスト議が独断論的

にi唱した事(で、ある。柿jとしている。

小原はこの点でシュライニ川レマッハァと法然なる，小

原は共観福…舟書を大切にし，イエスの実/主活を重視して

いるのである。

大島:豊はさらに言及する， r良一意識から独立的なも

のに基礎付けられたる真理を主張する事は宗教に関係が

紫し、とえうシ品ライエルマッハァの課題は， r~;ミ教とは

絶対矯訟の情である』と云う公式ι箔約された知く，彼

に取って島!1去に属する一切が蚊IEなる意、味の宗教外tこ事

し，旦つ福音的信仰と惑i袴とを伎はi司一担した。倒Jと

刊誌{fpは宣言されたる使命から生長する事，及び信前jは

ぷに就いての思考の薪しき仕方である悔倍ι依って表現

されるが，等が予想される。望書は之等の事で初めから

終りまで詣されているが，併しシュライニふルマッハァの

な味する感1言及{び経験広就し

出されないのでおる。担当及び計数改革者等の啓示は，

持の驚くべき超白然的知識の伝達分与であり， I倒して信

仰は人間経験及び人胡的転拐に相反する神からの之等の

伝法を正しく保持するにあるので，之は正にシュライエ

ノレマッハァが鈴jまする事に等しいo~j 小版はシ品ライコニ

ノレマッハァの影響を受けていることはすでに暁白なこと

であるが，シュライよじノレマッハァが主必ずる{京教とは

絶対保訟の脇信であるjということと聖書の中のイエス

の 1-'ド架による賄レ，自己の罪合悔い，新しく生きるこ

と，ここに小原の中 ιある「反対の合一j(coincidentia 

oppositorum)が明らかになってくる。

さらに[反対の合-jで忘れることのできないのは小

原の義主謀神論である。クリスチャンでありながら，私

は高有;在持論者であるといわせるものはいったしイμjであ

ろうか。

「宗教の本讃が，神の理組への我々の信持である隈

り，現実存在なる我々自身が穣想化されんとする人間的

生活勢力であっ，此の努力が単なる細人的安心立命か社

会的教済に及ぶ若手に依って全うされるのである。斯かな

る神は超越的存在であると共に，我々の内に生きる内産

的力である答である。持法永遠的なるロゴスであると共

に，人i誌の内なるアガペー〈愛}の精神でなければなら

ぬ。市jしで愛の精神は，社会的に梯くのが其の本性であ

る。人宝に対する宗教の路舗は，人間社会の道徳的，玄:

街的，経法的，政治的なる福祉への手段としてのその効

果を考患に容れぬなら，真に理解されるものでない。盤強j

ここにある内砲と超越的存在は，小原が主張する選総性

と内産性ωから万有主神論の京教への関連性を{lEすもの

があるというのだろうか。次の間陪幾多郎の神の内在11二

と細越性に関する考え方はどうであろうか。

f存tの信仰を有つ人は，

勝性を長ずるであろう。

弁証法的神学の神のように. ;事き神，恐れ神であるとい

うのではない。もと禅的体験を有たれる先生の神が，か

かる神である替はない。我は神の自己射影点であるとい

う先生にとって，神は主iHこ組雌するのではない。神はあ

る意味で内在するのである。しかし神時単vこまた内在す

るのではない。超越の絶対百定としてのみ舟寵するので

ある。内証の;意味が異なるのであるよ主になるのである。

神が世界に内在するのではなし、言はば世界が神に内在

するのである。先生の宗教はin神品で拭ない。むしろ逆

に神に於て万物を見るのである。 Pantheismusではなく

して万有在神論 Panentheismus(論文集第 7， 111点〉な

のある。すべては神に1kてあるとしづ限り. J肢に神はす

べてに於てあると云えよう。しかしすべてを包U神品，

すべてをつつむと共に，すべてでない。かかることはそ

れr!3身が絶対の矛患で、あろう。しかしそれが神の存症の

事実であり， また我と IIt界の仔在の事実である。 それ

故に， 誌はId己の絶対を臨すことによってのみ， 持Iを

見，死してのみ生きるのである。多くの宗教的IJt界観に

於て，深い矛盾ι出会うのはそのためであろう。例えば

キリスト教に於ては，神は己に似せて人間を造ったので

おり，この世界は神の創造である。そこに悪のある替は

ない。ωJ

ここに歪って十!抵の宗教，小!抵の主張する万有夜持論

が西部幾多郎の者えから出ている，ことが理解された。さ

らに「反対の合一j，r絶対矛局的自己同ーの世界ωJもま

た西出幾多郎の宗教観であると高坂正鎖が揖11議する「慧

玄命説無銭死であり，大燈園部鎗の『憧劫相別，高損

失i不離，昌信絹針，而殺那不劉帥』に五さってその究極 tこ
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達したので、ある。帥」に山来するのではないかと思うので

ある。

信仰は神と私との応答であると思う。神の呼びかけに

対して私たちはその全存在をかけて答えなければならな

いのである。その応答によって私たちは日々新たにされ

るのである。人間イエス・キリストの良き行い，完き行

いを倣い，御力によって，死人からの復活によって，神

の子となられたイエス・キリストとともに生きることで

ある。

最後に，小原の宗教のとらえ方がシュライエルマッハ

ァと西田幾多郎の影響を受けていることは確認できたの

であるが，小IJj~の神，小原と神の問には人間イエスが大

きな場所を占めている。イエスを事11の子と認めながらも

復活のイエスが拙かれていないために，そこには何とも

L 、し、がたい空間jが広がっているように忠えるのである。

これを小原がし、う絶対矛盾的自己同ーというのであろう

ヵ、。

小原の宗教は，というより，小原のキリスト教は，ラ

ンシング宣教師によって蒔かれた信仰は，幼な児のよう

に純真な心で受けとめられたイエス像がそのままに生き

ているのである。イエスが幼な児を愛したように小原も

子どもたちを愛した。そしてその愛する子どもたちのた

めに，自分が愛してやまないイエス伝を書き，子どもた

ちにこれを伝えようとしたので‘ある。

イエスが十字架の死にいたるまで父としての神に従順

であられたこと，貧しい者.Jたげ、られた者の友となり，

何の罪もないのに私たちの3ドを背負われて. Iわが神，

わが神，どうしてわたしをお見出てになったので、すか」

(マルコ 15: 34)と最後まで人間イエスとして死なれた

ことに対しての憐悔と感謝。さらにその人間イエス，完

き人間イエスを死から処らせ，今にいたるまで、私たちと

ともにおらせたもう神への!乱謝が，小原の(己仰であると

思うのである。

『夢みる人目』が未干Ijのため玉川学園で、の教会生活は

明白化されてはいない。玉川学同の礼拝堂での説教が続

けられたとしかどの著書にも書かれていないのである。

小原の玉川学園葬では. I俺の時は必ず歌ってくれよj

といわれたと L、う讃美歌87Bが歌われたω。

「めぐみの光は，わがゆきなやむ，

やみ路を照らせり，神は愛なり，

われらも愛せん，愛なる神をj
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『玉川道徳教育講座理論篇』

玉川大学山版部昭和53年版

大島豊著

『シュライエルマッハァの信仰l論』

第一書房 昭和9年版

高収IE顕著

『西l:fl幾多郎先生の生涯と!ι;¥1U
弘文堂 昭和22年版

西国幾多郎全集11(哲学i論文集第 7)

山波書出 昭和40年版
へーゲ、ル著信太正三訳

『キリスト教の杭神とそのJ:cli命』

日IJ孟社 昭和25年版

H・オット 15 れ11野政弘訳

『判l~ 新教山版社 1977年版

背隆志・森野J1j:右衛制

『日本のキリスト教の今日I'i'J実践』

日本.~日督教 li!出版局 1972年版
!.Lif: -~士
不u二μ心、

小原凶|芳監修「全人教育J339り

玉川大学山版部 昭拘52年7月号
小限哲郎監修「全人教育J348)]-

玉川大学山版部昭和53年3月号

相1t徹夫編

「万有百科大辞典・宗教」

小学館 昭和49年版

注

(1)(2) 小原因汚著『イエスさま』 玉川大学出版部

1981.11サ阪 はしがき。

(3) 小原因丹編『玉川辺徳教育講出 理論篇』玉川大

学出版部昭和53午版 324以。

(4)(5) 大島注著『シュライエルマッハァの信仰論』

第-書房昭和 91ド版 99民。

(6) 小原|調芳著『塾生に告ぐ』玉川大学出版部昭拘

53年 541ft。
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(7) (6)と同じ， 160頁。

(8) (6)と同じ， 164頁。

(1)と同じ， 34認。

紳 菅隆志・森野普右衛編 Hi4:のキリスト教の今日

的実践』日本基督教団出抜局 1972年版 150長。

き吉川とIj:f]じ， 151工'io

幼 小際関芳著 F教育の根本Imjuさとしての〉宗教』五JII
大学出版部昭和55年版 242'"'-'248fi。
小母方:著 F教論文・教育|組組(3)~_五JII 大学出版

部昭和48年版 95頁。

(I~ (1)と[，サじ， 125H。
(14) (4)とIriJじ， 192託。

帥 (4)と[rijr， 192点。

締伸と同じ， 197頁。

柿 H.オット著 沖野政弘訳 f桝l~ 新教出版社

1977年販 121廷。

立場 きちと lfijじ， 12Uf。
紳 小国〈同)']菩 f教育論文・教育関恕訟法王)11大学11¥
版部昭和48年版 431頁。

織 へーゲ/レ蒋 {百A正三訳『キリスト教の鵠神とそ

のi現命~ ill])併1 昭和25年版 107真。

ω f教官論文・教育随想(7)~ 玉JII大学HH:ti rrf)
44{f'.版 54よ'f。

部~ ~1)と!ïÍj じ 139f(。

帥 キリスト教新聞社編リスト教午鑑 1982~ 
141頁。

帥小!京岡芳荏 F夢みる人 1 j玉JII大学11¥1坂部 J!耳

和561r張。

20 

紛帥と同じ， 159頁。

側紳と毘と 80T{。

紡鵠と [liJじ， 336点。

悌 (lqと同じ 10長。

帥 (lqと同じ， 39tC 

so 小蔀悶芳ijJ 雑誌「全人教育J339号玉JII大学

出版部 H昭混李京和iねl5臼2年 7月与号子 (白雨前:なiI烈fl若治号?…

26:点点O

綿織と同じ(綿IIJ主主吉氏の追伸文)20説。

抑制とIriJじく高)1:望iむのj自付文)25ft， 
(3$ (K)と同じ 48g。
掛 (4)と同じ， 285Uo 

0事 (4)と同じ 287go

締掛 (4)と向1.:， 290'"'-'291長。

締 (4)と111]じ， 295~296到。

締本紀~第18~子58五次下tlli摘。

締 高坂夜顕著 f問FU幾多部先生の~fと距と思悲』弘文
業用和22年版 319立。

ね1) 0.0)と1i1Jr， 323J.'(。

崎京蜂妙縮(1282-1337)栴北朝|時代の臨詩宗の
し

柄。臨済京大糖、寺出向。 橋瞬間の入。勅誼号を大燈

閥的と Lづ。(相賀徹犬編 IFJJ有百科大時典4 砦

学宗教J小学館昭和49年按 259頁)

榊西川幾多自rs苓 全 集 11巻(背学論文第 7) ~t 
波書Ji占昭和40年版 399ぽ

純絹と同じ， 323封。

締小!京析郎監修雑誌『全人教育~ 348号::EJII大

学出版部昭和5311'3月号 34頁。


